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時
空
の
漂
泊 

（
二
〇
一
一
年
四
月
二
十
七
日
 
第
六
十
二
号
） 

原 

恭
三  

現
代
版 
幸
福
考
（
八
） 

「Social C
apital

」
 
 
 
 
 
  

 
国
際
会
議
に
出
席
し
た
折
り
、
出
席
者
の

台
湾
や
韓
国
の
人
た
ち
と
の
間
で
、
子
供
の

学
校
の
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。
日
本
の
教

育
現
場
で
の
学
級
崩
壊
、不
登
校
、イ
ジ
メ
、

非
行
な
ど
荒
廃
ぶ
り
を
話
し
た
ら
、ソ
ウ
ル
や

台
北
で
も
同
じ
よ
う
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い

る
と
い
う
。
こ
れ
に
は
驚
い
た
。 

 

 
台
湾
は
高
経
済
成
長
率
を
誇
り
、
韓
国
は

礼
儀
や
徳
を
重
ん
じ
る
儒
教
思
想
を
強
く
残

す
国
で
、両
国
と
も
、そ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が

賛
美
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

 
そ
れ
が
、い
っ
た
い
、ど
う
し
て
荒
廃
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

 
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
地
域

と
家
庭
の
関
係
や
社
会
と
個
人
の
関
係
の
希

薄
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

 
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
や
日
本
で
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。ち
な
み
に
最
近
の
ア
メ

リ
カ
の
調
査
に
よ
る
と
、２
／
３
の
ア
メ
リ
カ

人
が
社
会
の
連
帯
感
が
弱
く
な
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
と
い
う
。そ
し
て
、そ
れ
は
個
人
に

力
点
が
置
か
れ
過
ぎ
た
結
果
、
社
会
の
モ
ラ

ル
低
下
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

警
告
さ
れ
て
い
た
。 

 

 
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
組

織
化
が
活
発
で
、
数
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
結
成

さ
れ
た
が
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
会
員
数
が

激
減
し
、閑
古
鳥
が
鳴
き
始
め
、平
均
年
齢
が

八
十
歳
と
い
う
ク
ラ
ブ
も
出
現
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。 

 

 
組
織
化
と
言
え
ば
、
か
つ
て
日
本
で
は
職

場
の
労
働
組
合
が
華
や
か
だ
っ
た
時
代
が
あ

っ
た
。
第
二
次
大
戦
の
終
戦
直
後
は
労
働
組

合
の
組
織
率
は
六
十
％
以
上
に
達
し
て
い
た
。

し
か
し
、
状
況
は
激
変
し
た
。 

 

「
二
〇
一
〇
年
の
全
雇
用
者
に
占
め
る
労
働
組

合
員
の
割
合
（
組
織
率
）
は
、
三
十
四
年
ぶ
り

に
上
昇
し
た
前
年
と
変
わ
ら
ず
十
八
・
五
％
だ



戦略経営研究所    Strategy Management Laboratory, Inc. All Right Reserved       http://www.sml.co.jp/index.html 
                                                   文字提供：字游工房      http://www.jiyu-kobo.co.jp/home.htm 

 2 

っ
た
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
の
労
働
組
合
基
礎

調
査
で
わ
か
っ
た
。
雇
用
者
数
も
組
合
員
数
も
減

少
す
る
中
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
組
合
員
が
増
え
続
け

て
い
る
。
  

 
一
〇
年
六
月
末
現
在
の
状
況
を
調
査
し
た
。
組
合

員
数
は
、
前
年
よ
り
二
万
四
千
人
少
な
い
一
〇
〇
五

万
四
千
人
。
組
合
数
も
三
百
二
十
九
組
合
減
の
二
万

六
三
六
七
組
合
。
組
合
員
数
は
二
年
ぶ
り
、
組
合
数

は
十
年
連
続
で
減
少
し
た
。 

 
パ
ー
ト
労
働
者
の
組
合
員
は
二
万
六
千
人
増
の
七

十
二
万
六
千
人
。
全
組
合
員
に
占
め
る
割
合
は
七
・

〇
％
か
ら
七
・
三
％
に
上
昇
し
、
い
ず
れ
も
調
査
項

目
と
な
っ
た
九
〇
年
以
降
で
最
高
と
な
っ
た
。 

 
業
種
別
で
は
、
卸
売
業
・
小
売
業
が
前
年
よ
り
二

万
八
千
人
増
え
て
百
十
七
万
六
千
人
。
こ
の
う
ち
パ

ー
ト
が
三
分
の
一
を
占
め
た
。
一
方
、
製
造
業
は
一

万
四
千
人
減
の
二
百
七
十
三
万
九
千
人
。
産
業
別

労
組
で
は
、
流
通
系
労
組
が
多
く
加
盟
す
る
Ｕ

Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
が
二
万
七
千
人
増
の
百
五
万

八
千
人
で
最
多
。
自
治
労
は
一
万
七
千
人
減
の

八
十
四
万
六
千
人
だ
っ
た
。 

 
民
間
企
業
の
規
模
別
の
組
織
率
は
、一
千
人
以
上
で

四
十
六
・
六
％
だ
っ
た
が
、
九
百
九
十
九
〜
百
人
は
十

四
・
二
％
、
九
十
九
人
以
下
は
一
・
一
％
に
と
ど
ま
っ

た
。
 
厚
労
省
の
担
当
者
は
「
パ
ー
ト
の
増
加
な
ど
で

組
織
率
は
維
持
し
た
が
、下
げ
止
ま
っ
た
と
は
判
断
で

き
な
い
」
と
し
て
い
る
。
」 

（
二
〇
一
一
年
二
月
二
日
 asahi.com

） 

（
「
労
働
組
合
組
織
率
十
八
・
五
％
、
パ
ー
ト
割
合
過
去
最
高
 
二
〇
一
〇
年
」
  

http://www.asahi.com
/business/update/0130/TKY201101300164.htm

l

） 
               

 
こ
の
理
由
と
し
て
、
社
会
保
障
制
度
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
や
特
定
政
党
へ
の
選
挙
協
力

や
集
会
へ
の
参
加
が
嫌
わ
れ
た
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

 
し
か
し
、
下
火
に
な
っ
た
の
は
労
働
組
合

だ
け
で
は
な
い
。盛
ん
だ
っ
た
職
場
で
の
様
々

な
サ
ー
ク
ル
も
八
十
年
代
に
入
る
と
下
降
し

始
め
、
居
住
す
る
地
域
社
会
で
の
隣
人
と
の

関
係
や
地
元
活
動
な
ど
へ
の
関
心
も
希
薄
に

な
っ
て
い
る
。こ
う
い
っ
た
社
会
変
化
を
説
明

す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル（Social C
apital

）で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
 

労
働
組
合
組
織
率
の
国
際
比
較
も
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
役
割
の
重
要
性
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

 
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は
社
会
学

（Sociology

）
の
概
念
・
用
語
で
、
直
訳
す

「労働組合組織率の推移の国際比較」労働政策研究・研修機構 
http://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/databook/2011/07/p205_7-1.pdf 
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れ
ば
社
会
資
本
と
な
る
が
、
経
済
学
で
定
着

し
て
い
る
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー（infrastructure

）を
指
す
社
会
資
本
と

区
別
す
る
意
味
で
、「
社
会
関
係
資
本
」
と
か

「
人
間
関
係
資
本
」、「
社
交
資
本
」、「
人
組

織
の
間
に
あ
る
見
え
ざ
る
資
産
」
な
ど
と
意

訳
・
造
語
さ
れ
て
い
る
。 

 

 
人
々
が
自
分
の
利
益
や
快
楽
だ
け
を
追
求

し
、
他
人
の
迷
惑
を
考
え
ず
勝
手
に
振
る
舞

う
な
ど
の
利
己
主
義
に
走
る
。
公
的
意
識
が

軽
薄
で
周
囲
の
人
々
の
親
切
に
も
反
応
し
な

い
。そ
ん
な
状
況
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
が
欠
落
し
て
い
る
な
ど
と
表
現
す
る
。 

 

 
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
一
つ
の
形
で
あ

る
学
校
の
同
窓
会
や
会
社
の
同
期
会
、
趣
味

の
同
好
会
な
ど
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は

個
人
の
財
産
で
あ
り
社
会
の
財
産
で
あ
る
。

社
会
を
安
定
さ
せ
て
利
益
を
産
み
出
す
も
の

で
あ
る
。 

 

 
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
蓄
積
は
、

人
々
が
抱
え
る
複
雑
な
問
題
を
よ
り
簡
単
に

解
く
鍵
と
な
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
よ
う
な
車
輪
の
ギ
ア
と
な
り
、
さ
ら

に
、
人
々
が
将
来
に
抱
く
不
安
を
改
善
す
る

も
の
で
あ
る
。 

 

「
三
人
寄
れ
ば
文
殊

も
ん
じ
ゅ

の
知
恵
」 

（
「
文
殊
」
は
知
恵
を
つ
か
さ
ど
る
菩
薩

ぼ
さ
つ

）
凡
人

で
も
三
人
集
ま
っ
て
相
談
す
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い

知
恵
が
出
る
も
の
だ
と
い
う
。 

 

 
こ
う
日
本
で
は
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て

き
て
い
る
。
賢
さ
は
Ｉ
Ｑ
（Intelligence 

Q
uotient  : 

知
能
指
数
）
の
高
さ
だ
け
で
決
ま

る
も
の
で
は
な
い
。一
人
で
考
え
悩
む
だ
け
で

は
駄
目
で
あ
る
。
今
も
昔
も
個
人
や
社
会
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、マ
ジ
ッ
ク
の

よ
う
に
作
用
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。日

http://en.wikipedia.org/wiki/File:SNA_segment.png 



戦略経営研究所    Strategy Management Laboratory, Inc. All Right Reserved       http://www.sml.co.jp/index.html 
                                                   文字提供：字游工房      http://www.jiyu-kobo.co.jp/home.htm 

 4 

本
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
効
用
を

再
評
価
し
、そ
の
蓄
積
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。 

  

原
恭
三
（
は
ら
・
き
ょ
う
ぞ
う
） 

 

一
九
五
四
年
生
ま
れ
。 

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
院
・
筑
波
大
学
院
修
了 

霞
が
関
勤
務
 
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師 

日
経
品
質
文
献
賞
、A

PIC

論
文
賞
等
。 

関
心
分
野
 Social Innovation 

 
 
 
 
 C

SR

（
企
業
社
会
的
責
任
） 


